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１９８０年に東京都がICUキャンパスの一部を買収。三鷹、
小金井、調布の3市にまたがる野川公園となった一帯には、
大学の、元ゴルフ場の芝地と草原が広がります。戦時、
防空を目的に昭和１３（１９３８年）に東京府が買収、「中島
飛行機工場」の時代もありました。

写真　野川公園の柳
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　33年間の永い間親しまれてきました会報の判型を、33年間の永い間親しまれてきました会報の判型を、
2011年１月号から2011年１月号からA4判サイズに変更A4判サイズに変更いたしました。たしました。
合わせて紙面のレイアウトや構成も刷新し、合わせて紙面のレイアウトや構成も刷新し、広く市民の広く市民の
皆さま皆さまにも読んでいただける、「法人会発信のにも読んでいただける、「法人会発信の地域広報紙」地域広報紙」
としてとしてリニューアルいたしましたので、リニューアルいたしましたので、ご愛読よろしご愛読よろしく
お願いお願いいたします。いたします。

「広報紙ほうじんむさしの」が「広報紙ほうじんむさしの」が
20112011年１月号から１月号からリニューアルリニューアル

※この冊子を発行している法人会は下記のような方針で活動しています。

法人会は良き経営者を目指すものの団体として、
「会員の積極的な自己啓発を支援」し、「納税意識の
向上」と「地域社会の健全な発展」に貢献します。

＊法人会基本方針

http://www.musashinohojinkai.or.jp/
武蔵野法人会ホームページ

撮影 「武蔵野から」フォトプレス

今 月 の 会  長 の ひ と こ と
　総会が終わり、いよいよ新年度がスタートしました。
「公益社団法人」としての活動は、前例に囚われること
無く、法人会の連帯の心を大切に、その絆を力に変えて、
明るく、楽しく、元気よく、豊かな人生のために、会員の
皆様をはじめ地域、社会の人たちの幸せのために、
勇気を持って取り組むことだと思っています。勇気とは
未来を開く意思です。リニューアルした武蔵野法人会を、
これからも宜しくお願い致します。　　　　竹内  政司
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　33年間の永い間親しまれてきました会報の判型を、
2011年１月号からA4判サイズに変更いたしました。
合わせて紙面のレイアウトや構成も刷新し、広く市民の
皆さまにも読んでいただける、「法人会発信の地域広報紙」
としてリニューアルいたしましたので、ご愛読よろしく
お願いいたします。

「広報紙ほうじんむさしの」が
2011年１月号からリニューアル

義援金１千7百万円超

の
皆さまへ

地域

お知らせ

と会員 　3月11日（金）に発生した東日本大震災に際して、武蔵野法人会で
は下記のような支援活動を行いました。ご協力いただきました皆様に厚
くお礼申し上げ、ご報告いたします。関連・詳細記事は９、１０、１１ページ
をご参照ください。

　東日本大震災の被災者の皆様への救援と被災地復興支援として、「ほうじんむ
さしの４・５月号№３９２」紙上にて義援金拠出のお願いをいたしました。銀行振
り込みにて平成23年3月22日
（火）～ 4月28日（木）の 期 間
で受け付け、下記の街頭募金と
合わせて総額１７００万円以上も
の義援金を拠出いただきました。
お預かりした義援金は目録とし
て５月27日（金）、社会福祉法
人東京都共同募金会に届けまし
た。寄付をお寄せいただいた方
のお名前は１０、１１ページに掲
載しております。

２日間で街頭募金１２１万円
　武蔵野法人会は、3月25日（金）・
26日（土）の2日間、義援金の街頭
募金活動を行いました。ＪＲ吉祥寺、
三鷹、武蔵境、武蔵小金井の各駅に
110人が立ち、地域の皆様に募金を
呼びかけ、総額　１,２１３,４５８円が
集まりました。

３月１１日夜の自主上映会中止
　武蔵野法人会創立60周年記念事業として平成23年3月11日（金）に開催予
定しておりました自主上映会「地球交響曲」は東日本大震災のため中止となりまし
た。ご報告とお詫び申し上げます。

  総額　１７,１１５,４８９円

60周年記念事業

ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
３月２５日　三鷹駅南口にて

東京都共同募金会松本事業部長様へ目録を贈呈する
梅根前会長（中央）と近藤前副会長（右）



梅根前会長竹内新会長退任される副会長（左から近藤、高橋、河村の3氏）

清原三鷹市長米長邦雄氏の講演 梅根前会長への感謝状贈呈

法人会総会

邑上武蔵野市長

　

第
45
回
通
常
総
会
は
定
刻
の
午
後
２
時
、
高
橋
（
甲
）

副
会
長
が
開
会
宣
言
。
梅
根
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
第
１

号
〜
第
５
号
議
案
は
と
ど
こ
お
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。
第

６
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
選
任
の
件
で

は
新
役
員
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
新
旧
役
員
が
交
代
と

な
っ
た
。
続
い
て
永
年
勤
続
役
員
１
人
と
退
任
役
員
20
人

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
大
き
な
拍
手
と
と
も
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　

新
会
長
挨
拶
と
し
て
竹
内
会
長
は「
開
か
れ
た
法
人
会

を
目
指
し
皆
で
楽
し
く
力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
力
強
く
呼

び
か
け
た
。一方
、
梅
根
前
会
長
か
ら
は「
法
人
会
で
の
経

験
は
私
の
生
涯
の
財
産
」
と
感
無
量
の
退
任
挨
拶
が
あ
り
、

新
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
来
賓
か
ら
の
祝
辞
を

受
け
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　

第
２
部
は
記
念
講
演
会
「
物
か
ら
心
の
時
代
」
と
題
し

て
永
世
棋
聖
の
米
長
邦
雄
氏
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

第
３
部
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
邑
上
武
蔵
野
市
長
、

清
原
三
鷹
市
長
の
祝
辞
に
続
き
、
退
任
す
る
近
藤
・
高
橋

（
甲
）・
河
村
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
信
山
副
会
長
の

一本
締
め
で
会
を
締
め
く
く
っ
た
。
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第
45
回
通
常
総
会
開
催

２
０
１
１
年
５
月
24
日（
火
）

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

新
体
制
の「
竹
内
丸
」い
よ
い
よ
船
出

     

公
益
社
団
法
人
と
し
て
本
格
ス
タ
ー
ト

第
８
代
会
長
に
竹
内
政
司
氏
が
就
任



インタビュー風景

竹内政司新会長

竹
内
政
司
新
会
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
「
公
益
社
団
法
人
」の

　

   　

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

小
山
雅
巳
広
報
委
員
長

５
月
24
日
の
第
45
回
通
常
総
会
に
て
、
武
蔵
野
法
人
会

第
８
代
会
長
に
選
出
さ
れ
た
竹
内
政
司
新
会
長
に
こ
れ
か

ら
の
法
人
会
の
方
向
性
を
伺
う
と
と
も
に
、
新
役
員
の
ひ
と

こ
と
抱
負
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新
体
制
紹
介

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

新
し
い
流
れ
を
作
っ
て
い
く

―

こ
の
４
月
か
ら
公
益
社
団
法
人
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
に
、
新
会
長
に
就
任
さ
れ
た
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

実
は
武
蔵
野
法
人
会
と
私
の
会
社
と
は
、
祖

父
の
代
か
ら
49
年
も
の
長
い
お
付
き
合
い
で
す
。

こ
の
た
び
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト（
転
換
点
）に

会
長
職
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
か
宿
命
的

な
も
の
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
さ
び
し
が
り
屋
な
の
か（
笑
）、
仕
事
以

外
で
も
ゴ
ル
フ
や
カ
ラ
オ
ケ
や
お
酒
の
席
な
ど
、

人
と
一
緒
に
や
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
す
。
歴

史
あ
る
法
人
会
の
基
盤
を
引
き
継
ぎ
、
仲
間

と
み
ん
な
で
新
し
い
流
れ
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
で
す
。

基
本
は

「
良
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」

―

「
公
益
」
と
つ
い
た
こ
と
で
、
今
ま
で
と
何

か
変
わ
り
ま
す
か
？

　

法
人
会
と
し
て
の
基
本
的
な
方
向
性
、
つ
ま

り
「
良
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
で

あ
る
企
業
経
営
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

積
極
的
に
自
己
啓
発
を
支
援
し
、

税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
さ
ら
に
地
域
企
業
と
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す

る
ス
タ
ン
ス
は
同
じ
で
す
。

世
の
た
め
、人
の
た
め
に

―

「
良
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の

の
団
体
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
。

　

公
益
の
心
と
は
、
す
な
わ
ち
「
世

の
た
め
、
人
の
た
め
」だ
と
思
い
ま

す
。
武
蔵
野
法
人
会
は
、
企
業
を

き
ち
ん
と
統
治
す
る
仕
組
み
の
中
で

ブ
レ
の
な
い
行
動
規
範
を
持
ち
、
プ

リ
ン
シ
プ
ル（
明
確
な
理
念
・
原
則
）

を
重
視
し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、

法
令
を
遵
守
し
た
高
潔
性
を
も
っ
た
経
営
を
目

指
す
も
の
の
集
ま
り
だ
と
考
え
ま
す
。

―

公
益
社
団
法
人
の
必
要
要
件
と
し
て
、「
会

員
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
々
の
利
益
に
も
な
る

よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
一
般
の
方
々
が
参
加
で
き

る
事
業
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
法
人
会
の
会
員
は
皆
、
地
域

の
企
業
経
営
者
で
す
。
地
域
を
一
つ
の
家
族
と

考
え
た
と
き
、
法
人
会
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
い

う
家
族
の
た
め
に
汗
を
流
し
共
に
笑
い
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
絆
を
深
め
る
人
の
集
ま
り
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
昨
年
度
は
事
前

の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
主
映
画
上
映
会
な
ど

も
開
催
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―

会
員
の
た
め
の
支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
と
同
様
に
活
発
に
行
う
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
会
員
が
明
る
く
楽
し
く
集

え
る
場
を
作
る
こ
と
、
楽
し
い
法
人
会
は
支
部

活
動
の
活
性
化
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
会
員
自
身
も
い
ま
一

度
、
仕
事
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
、
常
に
襟
を
正
し
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
お
天
道
様
に
恥
ず
か
し
く
な
い
事

業
活
動
を
続
け
て
行
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

合
言
葉
は
「
連
帯
・
挑
戦
・
貢
献
」

―

広
報
紙
「
む
さ
し
の
」の
読
者
や
会
員
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
公
益
性
の
高
い
団
体

と
し
て
、「
会
員
・
仲
間
で
楽
し
く
力
を
合
わ

せ
て（
連
帯
）、
新
た
な
法
人
会
作
り
を
目
指

し
て
い
く
（
挑
戦
）、
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
地

域
・
社
会
の
た
め
に
な
る（
貢
献
）」
を
合
言
葉

に
、
自
ら
考
え
積
極
的
に
行
動
す
る
法
人
会
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
入
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
法
人
会

は
様
々
な
事
業
を
営
む
人
た
ち
の
集
ま
り
で
あ

り
、
交
流
の
場
で
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
ご
理

解
を
、
新
入
会
員
の
方
に
は
新
し
い
風
を
吹
き

込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

―

さ
ら
に
高
み
を
目
指
す
武
蔵
野
法
人
会

で
、
新
し
い
出
会
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新副会長からの
　　　メッセージ

信山 勝由
 

つくば家石材㈱

前期に引き続き、副会長の任をお
引き受けした信山でございます。
地域社会の発展に貢献する公益
法人として、法人会理念の再構築・
組織力の向上と人材育成に努めて
参ります。

これからは人材育成の時代です。
私は、人はみんな良き人材になれ
るし、なるべきだと思います。①勉
強好き②素直③プラス思考の３つ
がキーワードです。

高橋　 勇
総務・事業研修・組織委員会担当
（組織委員長兼任）

小金井地区担当

第45回通常総会におい
て、平成23～ 24年度の
新役員が選任されました。
担当地区・委員会、役職
に対するひとこと抱負、
会員の皆様へのひとこと
メッセージや趣味などを寄
せていただきましたので、
ご紹介します。

（敬称略）

ひとこと抱負

会員の皆様へ

今年度より副会長を命ぜられ、三
つの委員会を担当させていただき、
大変責任を重く感じております。
公益社団法人へと移行し、会員
企業および地域の方々にとって有
益な会になるよう頑張って参りま
す。

『共尊共栄』が弊社の経営理念
であり、私の人生の真情は『一
期一会』であり、ともに私の人生
の指針であります。　

ひとこと抱負

会員の皆様へ

荒井 伸吉
 

公益法人の認定を受けて、いよい
よスタートいたしました。より公益性
の高い事業と組織にするべく、会
長を補佐して参りたいと思います。

Our Future is in your hands !!
We are on the same boat !!

中野 信一
三鷹地区・広報委員会担当

ひとこと抱負

会員の皆様へ

新旧支部の支部長を６年歴任した
キャリアを生かして、新制度の公
益社団法人をスムーズに実行出来
るべく役員の皆様とよく話し合い、
且つ会長を補佐していく所存です。

趣味はカメラ、旅行、ドライブ。
座右の銘は「格物究理」「有言
実行」です。

ひとこと抱負

会員の皆様へ

五十嵐 保
厚生・税制委員会担当
（税制委員長兼任）

税制委員長兼務という役職で、職
域のボリューム上、少々不安を持っ
ています。新会長の特色を早く見
つけて、それを伸ばすことを手助
けできればと思っています。

法人会活動は、まず参加して、
溶け込んで、活用して、そして貢
献できなければ長続きしないかな？

ひとこと抱負

会員の皆様へ

　㈲ナヒロ　 ㈱五十嵐工業所

武蔵野地区・社会貢献委員会担当

㈱リベスト

㈱武蔵境自動車教習所

新体制紹介特集

※総会後の懇親会でのスナップです
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新委員長からの
　　　メッセージ

横尾 和儀
 

税理士法人 東京さくら会計事務所

理事未経験、総務委員会未経験
で委員長を仰せつかり何とか２年
経ち、今回で２期目となります。
本当に微力ですが、武蔵野法人会
が公益社団法人として活躍して
いくためのお手伝いができればと
思っています。　

「思って、動けば、叶う」をモットー
にしています。趣味は下手の横好
きですが、カラオケ、尺八、ゴル
フです。

伊藤 隆子
事業研修委員長 総務委員長

ひとこと抱負

会員の皆様へ

事業研修委員長を仰せつかり３期
目になります。温故知新を旨に、
公益社団法人として新たな活動の
中で、事業研修を通してよき会員
交流の場づくりに努めて参りたいと
思います。

法人会の事業を通して、その人と
なりを知り、お互いの素晴らしさに
気づきあいましょう。まず出会いか
ら、ご参加をお待ちしております。

ひとこと抱負

会員の皆様へ

星野 栄美
厚生委員長 

目の前のことをキッチリこなすだけ
でなく、その役割を超えたところに
ある大切な理想や目的を忘れない
ように、頑張りたいと思います。

「袖振り合うも多生の縁」といいま
す。縁あって仲間となった皆様と
ともに、各種行事を通して「よき
人格者たらんと…」生涯勉強をし
ていきましょう。

藤橋 清治
社会貢献委員長

ひとこと抱負

会員の皆様へ

本年度は、子どもたちに税金の仕
組み・使い道などをわかりやすくし
たゲーム大会のような事業を行い、
市民の皆様に参加していただきた
いと思います。

市民の皆様に参加していただく事
業を行いたいと思いますので、会
員の皆様にご協力をお願いしま
す。

ひとこと抱負

会員の皆様へ

小山 雅巳
広報委員長

公益社団法人としてスタートした今
期、会員の皆様にはもちろんのこ
と、一般の方々にも当会の活動内
容と魅力ある情報を今まで以上に
発信していきたいと思います。

趣味はサッカー観戦、音楽鑑賞
（特にフュージョン系）、ギターを弾
くことです。モットーは「明るく」「楽
しく」。地域行事など、皆様から
の情報をお待ちしております。

ひとこと抱負

会員の皆様へ

大栄製菓㈱　㈱オール設計 ㈲小山設計事務所

武蔵野硝子㈱

新体制紹介特集

新委員長からも役職に対
するひとこと抱負、会員の
皆様へのひとことメッセー
ジや趣味などを書いてい
ただきましたので、ご紹介
します。

（敬称略）

※総会後の懇親会でのスナップです
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公益法人制度改革対策協議会委員長　近 藤  忠 男　　
　武蔵野法人会に「公益法人制度改革対策協議会」が開設されて丸3年3ヵ月。その改革の足跡を
以下報告いたします。会員の皆さまの、ご支援ご協力に深く感謝申し上げます。

公益社団法人移行への経過報告

平成 月 日 対　　　　象

1 15 ６ 27 「公益法人制度の抜本的改革に関する基本方針」を閣議決定（小泉内閣）する。

2 〃

18

７ 理事会で「公益法人制度改革」に関する最初の情報提供を行い、以降、常任理事会、理事会
に対し、平成19年迄に、5回の情報提供を行う。

3 ２ 政府は「公益法人制度改革関連法案」を国会に提出し、6月に成立する。

4 〃 ５ 24 東法連総会で、東法連全体として「公益社団法人」への移行を決議する。

5 〃 ６ ２ 公益法人制度改革三法　①「一般法人法」  ②「公益認定法」  ③「整備法」が公布される。

6 20 １ １ 当会に「公益法人制度改革対策正副会長会議」「公益法人制度改革対策協議会」を設立し、
公益法人認定取得の準備を開始する。

7 〃 ５ ９ 公益法人制度改革対策協議会にて「法人会の組織改革」協議を開始する。

8 〃 ８ 会報、HPにて６回にわたり、「公益法人制度改革に法人会はどう準備すべきか」で一般会
員に向け広報する。（H20年8,9,11月号，H21年11月号，H22年1,2月号）

9 〃 12 1 公益法人制度改革三法が施行される。

これ迄8ヶ月間計34回延べ532名が出席して組織改革を審議し、15支部を８支部に合併する。10 21 ４ １

11 〃 ５ 20 通常総会にて公益社団法人改革を目指した事業計画の展開方針が示される。

12 〃 12 24 赤坂見附総合事務所と公益法人認定取得に向けてコンサルティング契約を締結する。

第44回通常総会にて公益社団法人移行の申請を決議する。13 22 ５ 17

14 〃 〃 〃 同上　①定款変更　②入退会規程　③会費規程　③総会運営規則　④役員の報酬及び費用に
関する規程の制定を決議する。

15 〃

〃

〃

〃 〃 同上　会費改定の決議をする。

公益法人移行申請書（157頁）の作成をする。16 5～10

17 5～12 諸規程の改定（23規程）を随時、理事会にて決議する。

18 22 10 15 申請の事前書類を提出する。（東京都公益認定等審議会事務局宛）

19 〃 〃 29 本申請の提出をする。（電子申請）

20 〃 12 １ 東京都公益認定等審議会事務局と面談する。（梅根会長、近藤副会長、横尾総務委員長、
黒宮事務局長、金井嘱託）

21 〃 〃 13 東京都公益認定等審議会事務局と書面による質疑応答をする。
（４回H22,12,21，H23,1,7，H23,1,17）　

22 23 ３ ２ 東京都公益認定等審議会において公益法人移行答申がなされる。

23 〃 〃 25 「公益社団法人認定証」を交付される。

24 23 ４ １ 「公益社団法人武蔵野法人会」を登記し、新たにスタートする。 
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医療法人財団慈生会
野村病院予防医学センター　
片桐裕介さん
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㈱高慎不動産管理
㈱後藤商店
㈲恒洋サービス
㈲コウワ
ゴーツースポーツ㈱
ゴトウ　ミエコ
木場建設㈱
㈲小山設計事務所
㈲斉藤自動車
酒井薬品㈱
㈱栄製作所
㈲佐川工業
桜井商事㈱
佐々木運輸㈱
サンエイデンセツ㈱
㈲山旺
㈲山恵商店
三信ビル㈱
三電工業㈱
㈱サンバレー
㈱サンレイ
㈲三和
㈱三和エンタープライズ
㈱シーアイシー情報サービス
㈲ジェイアンドエフ
㈱ジェイ・フューチャー
ジェック工業㈱
シシド　セイイチロウ
篠﨑運送㈲
㈲シノダコーポラス
清水商事㈱
樹里ホーム㈱
㈲昭英
㈱じん
㈱新栄総合保険事務所
㈱新光
㈲伸晃電機
㈱新山荘
㈲甚野企画
㈱スーパーオフィス
㈱スーパー警備保障
杉山マネジメントサービス㈱
スズキ　ヨシオ
㈱スタジオコスモス
㈲スペース・アルカディア
青年部会
㈲清朋電子
関建設工業㈱
関矢　範子

㈲大崎電工
㈱大島屋
㈱オール設計
オガサワラ　ユリコ
岡　正典
沖島工業㈱
㈱尾久自動車
㈱織田ホーム機器
㈲オフィスエイム
㈲開明塾
㈱河源社
㈲カスピアン
加藤金属㈱
㈲カトウシステムプランニング
カハラ　ヒロヤス
㈲鴨下興産
（資）川村興産
㈲カンノウショウテン
㈲木口機械製作所
㈱菊久
㈱北川
㈱吉祥寺駅前共同ビル
吉祥寺北第二支部
㈱吉祥寺利研刃物店
木部建設㈱
㈱ギャラリーさなぎ
㈱共進プロセス
㈱協友社
協和産業㈱
協和測機㈱
清本　秋男
㈲クイーン・エステート
㈱クイックフォックス
㈱グッドライズ
倉田　征子
㈲クリーンライフ
㈲グループ・マーナル
クローバテック㈱
㈱群設計事務所
㈲ケイ・エステイト
㈲ケイエスメディカル
㈲ケイエスレーザ加工
㈲ケイズ企画
慶徳ミート㈱
ケーエストレーディング㈱
劇団前進座㈱
㈱劇団め組
㈲こあふぅーるＳ
㈱甲信商工

㈱アーキ・プラン
㈲アーバンネット
アイエム電子㈱
㈲アイ・さぽーと
㈱アイティーエス
㈲アクト
㈱アコー
浅野　晴夫
浅野　祐子
朝日興行㈱
朝日商事㈱
㈱アサヒ総業
㈲アトリエ・アイ
アポロ管財㈱
㈱アメニティライフ
㈲安楽城出版
飯田電機工業㈱
㈱イオ・ネットワーク
㈱五十嵐工業所
井口建材工業㈲
イケダ　マサハル
㈲石井自転車商会
石川産業㈱
イシダ　コウジ
㈱いせや総本店
市川　一彦
㈲いちよし
イトウ　ソウイチ
㈱イトーゴルフガーデン
㈲いのうえ
（医）井之頭病院
㈲岩崎エステート
岩崎吉祥寺ビル㈱
㈲ヴィヴィエ
㈲ウイル
㈲ウイングアップ
㈱上杉電機工業
ウエスト電子㈱
ウエノ　リュウゾウ
ウテナ産業㈱
梅根　憲生
㈲Ｈ＆タカトレーディング
エスコート交通㈱
エステック㈱東京支店
㈱榎本興産
㈱エム・エー企画
㈱エム・シー・エス
㈱エル
（特非）エンゼル・ハート

東日本大震災に際し、義援金拠出にご協力いただきました皆様には厚くお礼申し上げます。
以下、一覧表にてご報告いたします。（312件）

義援金拠出者一覧

（五十音順・敬称略）
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マシタ　マサル
㈱松崎コーポレーション
㈱マツモトテレーディング
㈲丸栄工務店
マルカ建設㈱
マルゴ青果㈱
㈲ＭＩＵＲＡ　ＴＥＣＨ
㈱三浦屋
㈱三鷹金属化工所
三鷹光器㈱
三鷹東支部
㈱三鷹冷暖房
㈱都精機
㈱三山精工
ミヤモト　マコト
㈲深雪荘
㈱ムサシインテック
むさしの税理士法人
むさしのＦＪ司法書士法人
武蔵野硝子㈱
武蔵野管工業（協）
武蔵野建設工業㈱
㈱武蔵境自動車教習所
㈱武蔵野税理士会館
㈱武蔵野葬儀社
武蔵野電機㈱
武蔵野西支部
（公社）武蔵野法人会
（特非）むさしのみたか市民テレビ局
㈱武蔵野三鷹新聞販売
武蔵エンジニアリング㈱
㈲ムラノ
村野　倶子
村野　友紀
メガネライフ三鷹
㈲モーゼ
㈲モーリーズ
㈲森惣
㈲矢島工業所
㈱山口屋
㈱ヤマザキ
㈲山文
㈱ユアーズ
㈲吉津屋不動産
㈱吉野測量設計事務所
㈲吉野不動産
㈱ラックピック
㈱ランフリー
㈲リトルキャットエキスプレス
㈱リベスト
㈱レインボー・インテリヤ
六反機械㈱
㈲若井製作所
若木㈱
和貴㈱

㈲永見建築設計事務所
中村　豊子
㈱七洋商会
㈲ナヒロ
ナラホーム㈱
㈱南海屋
㈱ニコー
ニシワキ　ナガコ
日機装サーモ㈱
日綜設計㈱
日本興業㈱
日本システムデータ㈱
日本自動車整備㈱
日本住産㈱
日本無線㈱
㈲貫井電業社
㈱ネット武蔵野
野村　澄子
ノムラ　ユウスケ
㈱ハーツ
㈲バード
㈱ハイテック
㈲萩原左官工業
㈲花の園
㈱英興発
㈲ハマケン
㈱ハマヤ建設
㈱原商事
㈲原田工務店
㈱ピーエイシー
聖建設㈱
㈱日高ネオン
㈲ひだの運送
㈲ピットヒロ
㈱ひのき
日ノ出産業㈱
㈲日渡工業
深川工業㈱
富士建設工業㈱
㈱富士商店
フジマーク㈱
㈱プラス・ワン・サービス
㈱ブルーエンジニアリング
㈱ブレイン
㈱プロダクション・アンジ―
㈱文伸
（医）豊誠会　小谷クリニック
㈱宝泉製作所
㈱保谷工業所
㈲ホームランキャンディーカンパニー
星野　栄美
星野商事㈱
星　雅典
マイクロシステム㈱
㈲マサキ屋商店

㈱セブン・プルーフ
ソナン電子㈱
そば処羽前
大叶パッキング㈲
㈲タウナス商事
㈱高岡機工
タカギ　ヒデコ
㈲たかね
㈲高橋功建築設計事務所
竹内運輸工業㈱
竹内建設㈱
税理士法人竹崎会計事務所
竹和不動産㈲
㈲田中園芸
タナベ　マサミ
㈲タピオラ
多摩式典㈱
多摩信用金庫　小金井支店
多摩信用金庫　小金井南口支店
多摩信用金庫　境支店
多摩信用金庫　成蹊学園前支店
多摩信用金庫　三鷹駅前支店
多摩信用金庫　三鷹下連雀支店
多摩信用金庫　武蔵境南口支店
多摩信用金庫　武蔵野支店
㈱田村工務店
地域健康サポート㈱
チトセ㈲
㈲ちとせや呉服店
㈲ツウィンズ
月岡　玲子
㈲ツボイトータルメンテナンス
㈲坪原調査設計
㈱ディ・エス・ディコンストラクション
㈱テクノジオ
㈱土井家具センター
東亜光学工業㈱
東華物産㈱
東京管路総研㈱
東京クリアランス工業㈱
㈱東京コイン
税理士法人東京さくら会計事務所
㈱東京宅建学院
東京電化装備㈱
㈱東京ハウス
㈲東京ライフサービス
東京リフレス㈱
東京流機工業㈱
（医）藤啓会　北町診療所
東幡電子㈱
トヨナガ　タケマサ
㈲トランスポートトキオ
㈲ナイス
ナカガワ　ケイシ
㈲中川米穀店

ほうじん むさしの11
MUSASHINO HOUJINKAI

2011年6月5日 No.393



委
員
会
・
部
会
・
支
部

2011
月

◎ 

三
鷹
東
支
部

地
元
の
子
ど
も
た
ち
支
援　

10
万
円
を
寄
付

全
体
会
議
も
無
事
終
了

税
金
の
豆
知
識
を
学
ぶ

地
域
社
会
貢
献
事
業

◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

研
修
会

◎ 

武
蔵
野
西
支
部

作
業
効
率
化
を
図
る

税
務
署
の
仕
事

税
務
署
と
の
さ
ら
な
る

親
交
を
深
め
る
た
め
に

研
修
会

◎ 

三
鷹
東
支
部　

研
修
会

　

４
月
５
日（
火
）17
時
よ
り
東
急
イ
ン
に
て
支
部
全

体
会
議
を
開
催
し
、
過
半
数
の
同
意
を
以
て
、
す
べ
て

の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
武
蔵
野
税
務
署
の
小
山
副
署
長
を
講

師
に「
ち
ょ
っ
と
得
す
る
税
ミ
ナ
ー
ル
」と
題
し
た
税

金
の
豆
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
吉
祥
寺
南
支
部
は
、「
全

員
参
加
の
支
部
運
営
」を
目
指
し
ま
す
。

（
広
報
委
員　

瀬
尾
圭
子
）

　
３
月
29
日（
火
）、
中
野
支
部
長
ほ
か
６
人
が
三
鷹
市

牟
礼
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
か
よ
し
会「
な
か
よ
し
教
室
」

を
訪
問
し
、
寄
付
金
10
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
地
域
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
２
度
目
の
訪

問
で
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
指
導
員
の
み
な
さ
ん

で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

吉
田
政
利
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

3・4
　
４
月
５
日
（
火
）
午
後
６
時
半
よ
り
、
武
蔵
境

ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
て
支
部
全
体
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

終
了
後
は「
税
務
署
の
仕
事
」と
題
し
て
、
武
蔵

野
税
務
署
の　

山
俊
明
署
長
に
、
確
定
申
告
時
の

膨
大
な
作
業
の
効
率
化
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。　
　
　
　

   （
広
報
委
員　

宍
戸
美
惠
子
）

　

支
部
全
体
会
議
が
無
事
に
終
了
後
、
4
月
14
日（
木
）

午
後
5
時
30
分
よ
り
、
法
人
会
館
に
て
研
修
会「
税
務

署
の
仕
事
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
武
蔵
野
税

務
署
長
の　

山
俊
明
氏
を
お
迎
え
し
、
46
人
が
参
加
し
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
会
が
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
公
益
活
動

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

富
士　

智
）
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税
務  

よ
く
あ
る
相
談

税理士がお答えします

そ
の
47

Q　
今
月
の
お
悩
み

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
支
出
し
た
義
援

金
や
寄
付
金
の
処
理
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
回
答
：
税
理
士

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
関
係
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

１
．
法
人
の
場
合

●
義
援
金
等
は
全
額
損
金
に

　

法
人
が
義
援
金
等
を
支
出
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
義
援
金

等
が
次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
場
合
（「
国
又
は
地
方
公
共
団

体
に
対
す
る
寄
付
金
」又
は「
指
定
寄
付
金
」）に
は
、
そ
の
義

援
金
等
の
全
額
が
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

①　

国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
直
接
寄
付
し
た
義

援
金
等

　

②　

日
本
赤
十
字
社
の「
東
北
関
東
大
震
災
義
援
金
」口

座
へ
直
接
寄
付
し
た
義
援
金
、
新
聞
・
放
送
等
の
報
道

機
関
に
対
し
て
直
接
寄
付
し
た
義
援
金
等
で
最
終
的
に

義
援
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
拠
出
さ
れ
る
も
の

　

③　

中
央
共
同
募
金
会
の「
各
県
の
被
災
者
の
生
活
再
建
の

た
め
の
義
援
金
」
と
し
て
直
接
寄
付
し
た
義
援
金
等

　

④　

中
央
共
同
募
金
会
の「
地
域
災
害
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
の
た
め
の
募
金
」（
平
23
・

３
・
15
財
務
省
告
示
第
84
号
）
と
し
て
義
援
金
等

　

⑤　

募
金
団
体
を
経
由
す
る
国
等
に
対
す
る
寄
付
金

●
適
用
要
件
は

　

損
金
算
入
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書
の
別

表
14
（
２
）「
寄
付
金
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書
」に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
義
援
金
等
を
寄
付
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
個
人
の
場
合

●
義
援
金
等
は
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る

　

個
人
が
義
援
金
等
を
寄
付
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
義
援
金

等
が「
特
定
寄
附
金
」（
法
人
の
場
合
の
①
〜
⑤
と
同
様
）に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
次
の
算
式
で
計
算
さ
れ
た
金
額
が
寄
付
金

控
除
（
所
得
控
除
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

特
定
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
（
所
得
金
額
の
80
％
相
当
額
）

協力：東京税理士会武蔵野支部

│ 

２
千
円
＝
寄
付
金
控
除
の
対
象
額

　
﹇
住
民
税
：（
寄
付
金
額 

│ 

５
千
円
）×

10
％
﹈

　
＊
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
活
動
を
行
う
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に

対
す
る
寄
付
金
に
つい
て
は
税
額
控
除
も
選
択
で
き
ま
す
。

●
適
用
要
件
は

　

寄
付
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書

に
寄
付
金
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
義

援
金
等
を
寄
付
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
を
確
定
申
告

書
に
添
付
す
る
か
、
提
出
時
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も

　

被
災
地
域
の
市
町
村
に「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
し
た
場
合
に

も
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
同
業
団
体
等
へ
拠
出
し
た
分
担
金
等
は
必
要
経
費

　

法
人
又
は
個
人
事
業
主
の
方
が
、
被
災
し
た
構
成
員
の
た
め

の
災
害
見
舞
金
と
し
て
加
入
し
て
い
る
同
業
団
体
等
に
支
出
し

た
分
担
金
等
は
必
要
経
費
（
損
金
算
入
）
と
さ
れ
ま
す
。

４
．
取
引
先
へ
の
見
舞
金
は
必
要
経
費

　

法
人
が
取
引
先
へ
送
っ
た
見
舞
金
は
交
際
費
等
に
該
当
せ
ず

損
金
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
法
に
明
確
な
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
個
人
事
業
主
も
同
様
に
必
要
経
費
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
取
引
先
の
役
員
や
従
業
員
への
個
別
的
な
見
舞
金

は
交
際
費
等
と
な
って
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。

　

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
元
に
帰
り

　

新
た
な
環
境
へ

ガンバル若手経営者

エッ
セ
イ

http://www.ys-partner.com

窪
田　

祥
子

有
限
会
社　

ウ
イ
ル

（
三
鷹
西
支
部
）

第76走者

　屋号を残したい
　私は生まれ育った東京都三鷹市で、主にコピー機など
のOA機器販売業およびパソコン修理業などを始めて
20年になります。大学卒業後は文具・事務用品販売の
商社に勤め、永田町周辺の企業や官公庁相手にコピー
機の営業に回っていました。国会の議員さん方とも顔
見知りになり、当時の竹下登首相が気さくに声をかけて
くれたこともありましたよ。
　実家では母が文具店「政文堂」を30年以上も営んで
いましたが、私が20代前半で両親が相次いで亡くなっ
たこともあり、一旦は文具店を廃業したのです。しか
し母政代の一文字が入った屋号を残したい気持ちもあ
り、会社を辞めて事務機器・事務用品販売店「政文堂」
として25歳で再出発しました。バブル真っただ中とい
う時期も追い風になりました。

　パソコン修理に活路
　当時、世の中はパソコン導入の過渡期でもあり、10
年前からは販売と並行してメンテナンス業も始めまし
た。企業に伺うと「我が家のパソコンも見てほしい」と
頼まれることが多かったのです。需要があると確信し、

長年の経験から見極める
パソコンのメンテナンス
街の文房具屋さんからOA事業へ

有限会社　ワイズパートナー
吉田　政利さん（45歳）三鷹東支部

三鷹市下連雀９－６－30

その4

今や、各家庭にパソコンは必需品ですので、チラシを個
人宅にポスティングしたところ手ごたえがありました。
　今ではリピーターの方も多く、平日は企業対応、土
日は個人のお客さん対応で年中無休状態です。メンテ
ナンスというのは地味で地道な作業ですが、技術的な
勉強も重ねて、今ではパソコンを見ればどこが修理箇
所か大体わかりますよ。長年の経験ですね。この仕事
は様々な業種の方とお会いできますし、同じＩＴ事業
でも分野が異なる場合には類似他社を紹介するなど意
外と横のつながりもあるんですよ。

　脱・文房具屋さん
　平成19年に社名変更して「ワイズパートナー」とな
りました。思い入れのある屋号がなくなるのは辛く大
きな決断でしたが、長年の文房具屋のイメージから脱
却するために思い切りました。現在は販売業に加えて
ホームページ制作事業や通販事業も立ち上げ、軌道に
乗りつつありますが、景気の低迷や大震災もあってし
ばらくは我慢の時期かもしれませんね。

　

私
は
今
、
地
元
三
鷹
で
両
親
が
経
営
す
る
ア
フ
ラ
ッ

ク
の
代
理
店
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
20
歳
そ
こ
そ
こ

で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら
は
、
た
ま
に
実
家
へ
帰

る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
三
鷹
周
辺
に
立
ち
寄
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
３
年
半
前
に
両
親
の
元
で

15
年
の
時
を
飛
び
越
え
て

MUSASHINO HOUJINKAI
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痛い助言をくれるのが
本当の仲間

ベテランの経営哲学

自社の太陽光発電システムに期待

アイエム電子株式会社

三鷹市上連雀４－10－14

石田　勝美さん（71歳）

http://www.imdenshi.co.jp

三鷹西支部

　かつて雑誌広告を出すかどうか経費面でためらっ
ていたとき、友人に叱咤されて思い切って広告を出
したところ、顧客が全国区に広がり受注が増えたこ
とがありました。普通は困ったときに相談すると、
ヒントはくれてもズバリ回答は教えてくれないです
よ。でも、痛いことを言ってくれる、これこそ本物
の仲間です。

　自社製品で勝負したい
　現在はＯＥＭ（発注元ブランド）製品の製造と、自
社製品では太陽光発電システムや、ＬＥＤドット・
マトリクスなどを用いたディスプレイ装置の設計・
製造・販売をしています。特に次世代エネルギーの
太陽光発電システムには期待しています。
　産業交流展などのイベントにも毎年出展しているほ
か、ここ12年ほどはホームページの充実を図って受注
にも成果が上がっています。これからは「うちにはこ
れがある」と誇れるような、時代に合った自社製品で
勝負できればと考えています。

その4

　故郷の復興を祈る
　私は昭和15年生まれ、福島県出身です。3月11日に
起きた東日本大震災には本当に衝撃を受けました。戦
後の日本が復興したように、これからの故郷の発展を
心から願っています。
　私は昭和33年、高校卒業後ボストンバッグひとつ抱
えて、すすで顔が黒くなる蒸気機関車で上京しました。
スタートは大手企業の孫請け会社で、真空管からトラ
ンジスタ製品への過渡期に、組み立て技術などを働き
ながら学びました。昔はみんなそうでしたが、誰かに
教わるわけではなく、先輩の技を盗むようにして書き
込んだ自作の虎の巻を持っていましたね。

　酒の付き合いは私の財産
　いくつか会社を渡り、弟と一緒に昭和50年に念願の
会社を設立して、今年で36年目に入ります。長年やっ
ていると良いことも悪いこともありますが、やはり大
切なのは人とのつながりですね。
　私はお酒が大好きで、その日のうちに家に帰ったこ
とがないくらい（笑）。毎晩のような酒の付き合いで
培った先輩方や友人関係は、私の財産ですよ。

働
く
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
15
年
と
い
う
空
白
が
嘘

の
よ
う
に
す
っ
か
り
三
鷹
が
生
活
の
ベ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
。
仕
事
柄
、
地
元
の
お
客
様
が
多
い
の
で
、
地

元
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
学
生
時
代
の
同
級

生
と
の
縁
が
再
開
す
る
度
に
地
元
への
愛
着
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
年
ほ
ど
前
に
武
蔵
野
法
人
会
の
青
年
部

に
入
会
し
て
か
ら
、
地
元
意
識
は
一
層
強
ま
り
ま
し

た
。
三
鷹
周
辺
か
ら
離
れ
た
環
境
に
い
た
か
ら
こ
そ
、

青
年
部
の
方
達
と「
あ
そ
こ
の
お
店
が
」「
あ
の
道
路

が
」と
話
せ
る
事
を
妙
に
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
あ
っ
た
会
社
や
お
店
は
こ
の
方
の

会
社
だ
っ
た
の
か
と
、
社
会
のつ
な
が
り
を
感
じ
る
機

会
も
多
く
、地
元
愛
は
さ
ら
に
深
ま
り
つつ
あ
り
ま
す
。

青
年
部
に
入
会
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
入
会
当
初
は
女
性
が
少
な
く
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
と
て
も
気
さ
く
で
温
か
い
方
達
ば
か
り
で

す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
研

修
会
や
会
合
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ゴ
ル
フ

も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
練
習
や
ラ
ウ
ン
ド
で
と

て
も
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
役
員
も
仰
せ
つ
か
り
、
こ
れ
か
ら
は

社
会
人
と
し
て
も
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
育
て
て
く
れ
た
地
元
で
末
永
く

仕
事
を
続
け
、
仕
事
や
様
々
な
活
動
を
通
し
て
恩
返

し
し
て
い
こ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

（
次
は
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
の
矢
島
武
志
さ
ん
に
バ
ト

ン
タッ
チ
）

深
ま
る
地
元
愛

・・

●好評連載中の『体想談義』は、2010年11月12月合併号から都合により休載しています。
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休館日 7月27日（水）

ココロ」

【日　時】 2011年7月1日（金）～10日（日）　全12公演
【チケット】全席自由・日時指定（整理番号付）
 一般   前売：3,000 円 当日：3,500 円
 財団友の会会員 前売：2,700 円 当日：3,150 円
 高校生以下　　　前売・当日とも1,000 円（要学生証）
【上演時間】劇団ウェブサイト参照　http://www.samplenet.org/
【作・演出】松井　周
※未就学児童の入場はご遠慮下さい。託児サービスつき公演、英語字幕つき
公演、公演終了後に演出家の松井周によるポストパフォーマンストーク公演
などあり。

【問い合わせ・チケット
取り扱い・託児申し
込み】
三鷹芸術文化センター
ＴＥＬ：0422-47-5122
 

【日　時】 2011年４月16（土）～９月25日（日） 休館日　月・火・水・木曜
 開館時間　10：00～17：00（入館は16：30まで）
【場　所】 中近東文化センター附属博物館　三鷹市大沢３-10-31
 ＪＲ中央線「武蔵境」駅南口より小田急バス10分「西野」下車
【入館料】一般 1000円　
　高大学生・65歳以上 500円。
　三鷹・武蔵野市民優待料金 500円
　（住所がわかるものを提示）
　中学生以下 無料。
　団体15名以上 200円割引。
【問い合わせ】
　中近東文化センター附属博物館
　ＴＥＬ：0422-32-7111
 

2010年サンプル「自慢の息子」より 撮影：青木司

●太宰治作品をモチーフにした演劇第８回
　「ゲヘナにて」

サンプル＋三鷹市芸術文化センターPresents

標交紀（しめぎゆきとし）「もか」コーヒーコレクション全品初公開

●珈琲がやってきた
　─中近東、ヨーロッパ、そして日本─

スマイル

小金井てくてくマップ
市のイベントや「桜・公園と憩いコース」など、詳細
な大型地図に見どころ満載。小金井薄紅桜並木
や富士山の絶景スポット、14カ所ある「坂」の名前
の由来、おみやげ、バス路線も紹介されています。
【配布場所】 市役所や公民館、ＪＲ小金井駅など
【問い合わせ】 小金井観光協会
 ＴＥＬ：042-387-9831（経済課内）

ナビア式コーヒーサイフォン

情
報
局

情
報
局

＊Musashino

＊Mitaka

＊Mitaka

三鷹

MUSASHINO HOUJINKAI
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【日　時】 2011年7月9日（土）～8月14日（日）　
 開館時間　10：00～19：30
【会　場】 武蔵野市立吉祥寺美術館　企画展示室
　　〒180-0004
　　東京都武蔵野市吉祥寺本町 1-8-16
　　FF ビル（コピス吉祥寺Ａ館）7階
　　ＪＲ京王井の頭線「吉祥寺駅」下車徒歩3分
【入館料】 100円（小学生以下・65 歳以上・
　　　　　　　　　  障がい者の方は無料）
【問い合わせ】武蔵野市立吉祥寺美術館
　　ＴＥＬ：0422-22-0385 

●古川タク展「あそび 
　“１本の線から”

【日　時】 2011年4月23日（土）～７月10（日）
 休園日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
 開園時間　9：30～17：30（入園は17:00まで※節電のため変更あり）
【場　所】 江戸東京たてもの園展示室
　〒184-0005
　東京都小金井市桜町3-7-1
【入園料】一般  400円
　中学生（都外）・高校生・65歳以上 
200円・大学生 320円
※小学生以下および都内在住・在学
の中学生は無料　

【問い合わせ】
　江戸東京たてもの園
　TEL：042-388-3300

●江戸東京たてもの園  特別展
　『武家屋敷の表と奥』

【日　時】 2011年６月10日（金）～７月14日（木）　休館日　日曜日・月曜日
 開館時間　10：00～17：00
 （節電のため変更あり。詳しくは科学博物館ＨＰでご確認ください。）
 http://www.tuat.ac.jp/~museum/
【入館料】 無料　
【場　所】 東京農工大学　科学博物館本館　　
　〒184-8588  東京都小金井市中町2-24-16
　ＪＲ中央線「東小金井」駅下車　徒歩10分
※常設展では、養蚕・製糸・機織に関する素材と道具類や紡績機など、繊維科学
と技術の歴史を体感できます。

【問い合わせ】
　東京農工大学　科学博物館　ＴＥＬ：042-388-7163

●東京農工大  企画展
　「ノーベル賞を受賞した日本の科学者」

むさしの観光まっぷ
エリア別に見やすいインデックスをつけた、

持ち運びに便利なおしゃれなマップです。イベント情報や
バス案内、「七福神めぐり開運コース」などおすすめ観光
コースも紹介しています。
【配布場所】 武蔵野市観光推進機構事務局
　　　　　（武蔵野商工会館１Ｆ）、市役所、各市政

センターなど
【問い合わせ】 武蔵野市観光推進機構（水曜定休）
 ＴＥＬ：0422-23-5900

蜷川家上屋敷絵図

みたか散策マップ
専用の音声ペンでマップをなぞると音声解説が
聴ける仕組みで、日本語・英語・中国語・韓国語
の４カ国語に対応しています。音声ペンは1日100
円（保証金は別途500円）でレンタルできます。
【配布場所】 ＪＲ中央線三鷹駅南口「みたか観光

案内所」
 （9：00～18：00火曜定休）など
【問い合わせ】 三鷹都市観光協会（火曜定休）
 ＴＥＬ：0422-40-5525

この春、武蔵野・三鷹・小金井３市から同時に、観光に便利な無料パンフ
レットが発行されました。マップ片手に街めぐりに出かけてみませんか？　

「
む
さ
し
の
」
エ
リ
ア
の

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

情
報
局

武蔵野
＊Musashino

小金井
＊Koganei

＊Koganei
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●街に出かけよう ！ 

知ればきっとためになる、
行ったらきっと楽しくなる

お得情報をご紹介します！



　税務職員を装って、税金などの還付金があるとだまし、ＡＴＭから多額の金額を振り込ませよう
とする「還付金詐欺」が都内で発生しています。

〈手口の流れ〉
（１） 税務職員を装って電話をし、「税金が還付されます」、「払いすぎた税金をお返しします」など

とだまし、ＡＴＭに誘い出す。
（２） ＡＴＭコーナーから指定の電話番号に電話をするように指示する。
（３）指定の電話番号に電話すると、ＡＴＭの操作を言葉巧みに指示し、資金を振り込ませる。

　主税局では、税金を還付するためにＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。電話で
ＡＴＭの操作を求められたら、それは「還付金詐欺」です。
　不審に感じた場合は、相手の氏名、所属する部署名をご確認のうえ、指定された電話番号には
かけずに、最寄りの都税事務所または主税局総務部総務課相談広報係（03-5388-2924）まで
ご連絡ください。また、万が一被害にあわれた場合は、すぐに警察にご連絡ください。

【お問い合わせ先】　立川都税事務所相談広報担当　  042－523－3171（代）
　　　　　　　　　主税局総務部総務課相談広報係　  03－5388－2924

お問い
合わせ先

無料です。好評です。お気軽にどうぞ！

〒180-0006  武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル3F 
TEL.0422-51-1441  FAX.0422-55-5544

会場 武蔵野法人会館
午後１時～午後４時

事前に事務局までご連絡ください。

武蔵野法人会に設けられた相談室。

経営者の悩みに
個人面談で応えます

税務・法律・経営

相談室

法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

税金 についてのご相談 税理士　担当　事務局へご連絡ください。

法律 についてのご相談 毎月第2（火）　小林顧問弁護士　担当

経営 についてのご相談 毎月第4（木）　中小企業診断士　担当

予約制
公益社団法人  武蔵野法人会事務局

C o n s u l t i n g

都税についてのお知らせ
税務職員を装った不審な電話「還付金詐欺」にご注意ください ！
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6月 7月

〒180-0006 武蔵野市中町 2-11-13（三鷹ビル3階）
TEL. 0422-51-1441   FAX. 0422-55-5544
E-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp
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発行　公益社団法人  武蔵野法人会
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印刷　株式会社  文伸

平成23年6月5日発行（発刊月5日発行）　第38巻 第4号（通巻第393号）

●武蔵野法人会会員総数＝3,717 名　●加入率＝52.5％（2011 年 4月末現在）

（2011年 5月 30日現在）（2011年 5月 30日現在）
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日 曜日 行　　　事 日 曜日 行　　　事

税制委員会
三鷹東支部　役員会
女性部会　役員会・研修会
三鷹東支部　ﾁｬﾘﾃｨﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会

青年部会　役員会
事業委員会
正副会長会議
常任理事会・理事会
社会貢献委員会

三法連青連協　拡大役員会

青年部会女性部会合同研修会
吉祥寺北第二支部　役員会
総務委員会
源泉部会　役員会
新設法人説明会
三法連　総会
初夏の日帰りバス旅行

吉祥寺北第二支部　研修会

決算法人説明会

広報委員会
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

青年部会　役員会

吉祥寺北第二支部　役員会

三鷹東支部　役員会

常任理事会

（海の日）

吉祥寺南支部　役員会

税制研修会

新設法人説明会

決算法人説明会

VENT 行事予定E S CHEDULE

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I http://www.musashinohojinkai.or.jp/
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活 動 報 告  詳 細 



公益社団法人 武蔵野法人会「めざします 企業の繁栄と社会への貢献」武蔵野市 三鷹市 小金井市 武蔵野法人会は、よき経営者をめざすものの団体として、

会員の積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および社会の健全な発展に貢献します。
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■三鷹東支部 地域社会貢献事業 2011年3月29日(火)

地元地元地元地元のののの子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち支援支援支援支援

10101010万万万万円円円円をををを寄付寄付寄付寄付

3月29日(火)、中野支部長ほか６人が三

鷹市牟礼のNPO法人なかよし会「なか

よし教室」を訪問し、寄付金10万円を手

渡しました。

今年度の地域社会貢献事業として２度

目の訪問で、子どもたちや保護者、指

導員のみなさんで記念撮影をしました。

（広報副委員長 吉田政利）

三鷹東支部としては、22年度の最後となる地域社会貢献事業を、３月29日(火)に行いまし

た。

今回は、東日本震災への支援募金に協力をしてはどうかとの声もありましたが、当支部は

地元の支援を優先にと、予定していた事業を実行することとなりました。

中野支部長ほか６人が、今期２回目となる三鷹市牟礼にあるNPO法人なかよし会の施設

「なかよし教室」を訪問しました。

ちょうど夕刻で、児童の帰宅時間と重なりましたが、保護者を含む先方15人の見守る中、

小林指導員に寄付金10万円を手渡しました。子どもたちも一緒に皆で記念撮影にも応じて

いただきました。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.
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各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■武蔵野西支部 全体会 研修会 2011年4月5日(火)

作業作業作業作業効効効効率化率化率化率化をををを図図図図るるるる

税税税税務署務署務署務署のののの仕事仕事仕事仕事

4月5日（火）午後６時半より、武蔵境ス

イングホールにて支部全体会議を開催

しました。

終了後は「税務署の仕事」と題して、武

蔵野税務署の櫛山俊明署長に、確定

申告時の膨大な作業の効率化につい

て講演いただきました。

（広報委員 宍戸美惠子）

櫛山署長は、事務作業の効率化について次のように話しました。

平成22年度分の所得税確定申告では武蔵野税務行政協議会（法人会、青色申告会、納

税貯蓄組合、間税会、酒販組合、税理士会）のご支援をいただきました。

税務署には、期間中1日に1500～1600人が来場します。事務処理の時間を短縮するた

め、武蔵野・三鷹・小金井3市や都税事務所とデータを共有しました。

郵送された申告書を開封する作業には思いのほか時間がかかり、署内の机のレイアウト

も流れ作業に適するように、一列に配置換えをして対処しました。

また、税務署職員160人のうち90人は外回りですが、アルバイトを100人ほど動員し、忙し

い時期を乗り切りました。

武蔵野税務署管内では、３市合わせて約10万件の確定申告のうち６割以上が還付申告

で、納税者の割合は減少しています。

法人税も全国で黒字企業が３割をきり、管内でも２割を超えたくらいです。法人会会員の皆

様には税の啓蒙活動にご支援をいただきますように、また、地域に密着した活発な支部活

動を望みます。

このように櫛山署長は、税務署も異業種交流の一部であるつもりで、税のことを硬く考えず

に気楽に相談してほしいと締めくくりました。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.
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各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■吉祥寺南支部 全体会 研修会 2011年4月5日(火)

全体全体全体全体会会会会議議議議もももも無事終了無事終了無事終了無事終了

税税税税金金金金のののの豆知識豆知識豆知識豆知識をををを学学学学ぶぶぶぶ

４月５日（火）17時より東急インにて支部

全体会議を開催し、過半数の同意を以

て、すべての議題が承認されました。

研修会では、武蔵野税務署の小山副

署長を講師に「ちょっと得する税ミナー

ル」と題した税金の豆知識を学びまし

た。吉祥寺南支部は、「全員参加の支

部運営」を目指します。

（広報委員 瀬尾圭子）

平成23年4月1日をもって公益社団法人となり、支部総会は支部全体会議となりました。

来賓に武蔵野税務署小山副署長、本部近藤副会長にご出席いただき、多田副支部長の

司会で初めての全体会議は進行されました。星野支部長が議長として会議を進め、会員

総数 424人、出席者50人、委任状277人、過半数の同意を以て、すべての議題が承認さ

れました。

全体会議終了後、23年度第1回研修会として「ちょっと得する税ミナール」と題し、武蔵野税

務署小山副署長様による研修会が催されました。贈与税を利用することで相続税を節税

できることなど、税金に関する豆知識を教えていただきました。

また、当初予定しておりましたピアノコンサートは、東日本大震災により自粛ということで、

中止になりました。

研修会後は、食事をいただきながら新役員の紹介があり、飯村新支部長の下で「全員参

加の支部運営」を目指すべく、一致団結した吉祥寺南支部でした。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.
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各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■三鷹東支部 研修会 2011年4月14日(木)

税税税税務署務署務署務署とのさらなるとのさらなるとのさらなるとのさらなる親交親交親交親交をををを深深深深めるためにめるためにめるためにめるために

支部全体会議が無事に終了後、4月14

日（木）午後5時30分より、法人会館に

て研修会「税務署の仕事」を開催しまし

た。講師には武蔵野税務署長の櫛山

俊明氏をお迎えし、46人が参加し、熱

心に耳を傾けました。

また、当会が公益社団法人として、公

益活動を展開していくことを改めて認識

しました。

（広報委員 富士 智）

第1回全体会議が無事に終了後、石井良司税制委員の進行で講演が始まりました。

本題に入る前、櫛山署長の剣舞の舞姿の写真が研修資料に載せてあり、その話題で和や

かなムードとなりました。

22222222年度分所得年度分所得年度分所得年度分所得税税税税確定申告確定申告確定申告確定申告のののの状状状状況況況況についてについてについてについて

３市(武蔵野市・三鷹市・小金井市)21世帯で10万件の申告がありました。期限ぎりぎりでの

申告が多く、3月15日受付で16日着の郵送分の申告が約7000件ありました。職員に加え、

2月10日～3月31日までの期間でアルバイト100人を採用し、開封・仕分け・入力作業で大

変忙しかったとの事です。

税務署の利便の向上や事務の効率化が望まれている中、郵送での申告は年々減少して

おり、電子申告も増えている状況です。

「早期申告及び電子申告を是非お願いします！」との署長の言葉には力強いものがありま

した。

公益法人公益法人公益法人公益法人としてのとしてのとしてのとしての役割役割役割役割についてについてについてについて

公益社団法人武蔵野法人会としては、公益目的事業の１つに挙げられる税に関する事業

を推進していかなければなりません。武蔵野税務署と一体となり、正しい税知識の普及や

納税意識の高揚に努め、e-TAXの推進・租税教室の開催等、地域に密着した公益活動を

展開していく事を改めて認識し、研修会は終了しました。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.




